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〔巻頭〕 権威と親しみ
千葉医学会雑誌が，医学界でどの程度に評価されてい
るのかよくは分らないが，此ものが千葉大学医学部に本
拠をおく千葉医学会の機関誌であってみれば，此医学部
の評価と平行関連するものがあってもよいかと思われ
る。此学会の生い立ち経過等は医学部八十五年史に詳し
い所であるが，之が結成と育成に熱を入れ努力された先
輩の姿がいつも思い出される。そうして此雑誌誕生以来
の歩みは，正に我医学部の歴史に繋るものとも云い得
る。盛なる創立の趣意に始まり，歴代担当の者の努力の
集積で今日に及んでいる。併し乍ら毎年の総会に於ても
繰り返し繰り返し，本誌がその権威を落すことなく，
しかも全会員に親しまれる様であって欲しいとの註文が
編集者に或は学会役員に向けられる。之は会員皆の希望
の如くに見える。
そこで権威ある雑誌とは何であるかを考えてみる。敢
て近頃の権威主義をもてあそぶのではない，極く平たく
云う所の権威でよい。云うまでもなくそこに載る所の論
文が優秀で権威あるものたること，つまりは会員たる皆
が権威ある論文を弦に発表することであり，従てまた千
葉医学会の権威にかかわって来るであろうと思う。叉そ
こに載る雑録にしろそれなりに品位を失ってはならな
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抑々諸々の雑誌について権威ある雑誌とはどんなもの
か。学術雑誌でも一般大衆雑誌についても読者層によっ
て各々評価し，それの故に購読するものもあり，何とな
く親しみがあるので読むというもの，くだらないが面白
いというもの等々があると思う。学術雑誌でその内容に
権威がなければ学問的価値は零というべく存在の意義を
失うであろう。
試みに権威について百科辞典を緒いて見る。こまごま
と述べられているが，権威とは価値の優越に基礎づけら
れた声望乃至威力で，之には自発的服従，尊敬，愛着，
模倣を可能にするとある。価値の優越に基礎づけられ
る。一般に権威というと何かしら冷厳をも伴う様な響を
もつが，人に於ても物に於ても真の権威は厳なりと雄
も，之に対し我々は自づと尊敬，愛着更には一種の親し
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みすら覚えて之に引きつけられるものがあると思う。週
刊誌何々という通俗誌は随分流行している様であるが，
尊敬に価するものではないと思う。私は読まないことに
しているのでその価値について云々する資格はない。中
央公論を若いときからよく読んでいる友達がある。戦
争中はなくなったと思うが戦後彼の家に宿泊したら此
雑誌が矢張り机上にあった。彼は此雑誌が好きなので
あろう。単に面白いのか， それとも此種のものの中で
価値を認めているのであろうか。文芸春秋が今日どの位
の発行部数があるか。斯うしたものの中にもつまらぬも
のとして卑下されるものと，何か恥づかしくもないと思
うものとがあると思う。矢張り価値の優越如何に根源が
あるものと思う。斯うした意味で我等の医学雑誌が本当
に権威あるものとなって，それが会員の下へ配られると
き，その到着が楽しみであり，少なくとも手にして目次
をながめ，その或ものには心をひかれるようなものとな
ることを望んで己まない。その立派な論文の内容が理解
に難渋であろうとも，その優秀な仕事の輪廓をぼんやり
乍らも見る事は，何かしらその環境に浸るような気持
ちにもなり，うれしさが湧くことと思う。難解なものの
みが権威とはいわれぬ。権威者による平易な論説はそれ
なりに権威あるものとして会員によろこばれるであろ
う。更にまた権威ある誌の余録はまたそれによって権威
が損われるものでない。我が日本外科学会雑誌は会員 
14，499名(昭和 42年 12月末)を有する公的学会の会誌
である。会員のものであれば論文の他に総会号には評議
員会に於ける討議議事録迄詳細に掲載されている。曾て
会議の席上，高名なる大先輩が雑誌編集について発言
し， I大論文は吾々会員の日常には余り用もなく，読ま
ないし，読んでも分らないしするが末尾の集談会記事が
役に立つので，あれをもっと早く充分にのせて欲しい」
という意味のことを云って多くの人の共感を得たことが
あったのを思い出す。集談会記事がすぐれたもの許りと
はいえないが，此存在が外科学会誌の品位を下げるとは
思われない。我千葉医学会誌が権威を保ちながら会員に
親しまれるものであるよう編集されんことを期待する。
(原文のまま)
